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令和元年度事業報告書 

 

【総 括】 

大津市社会福祉事業団では、「みんなが一歩前へ！ 新しい活動の種をまこう」をキャッ

チフレーズに、第２期中期計画（平成３０年度～令和２年度）の２年目として、【特養・短

期】、【通所】、【在宅・居宅】の主要３部門でそれぞれ協議を行い、集中的に取り組むプロジ

ェクトを決定し取り組みを進めてきた。また、計画の実現のためには、計画の理解と実践が

欠かせないことから、昨年度に引き続き、６月～７月に職員に向けての説明会を８回開催し、

１４４名が参加した。 

各部門での取り組みを進める一方、「事業団は一つ」を目標に、経営改善や職員の意識改

革、人材育成等を進め、理念に掲げる「みんなを笑顔でつなぐ事業団」のもと、「利用者・

職員・地域」の三者満足の実現を目指し、主に次のような取り組みを行った。 

 

質の高い福祉サービスの提供については、各事業部門独自のスキルアップ研修会の開催や、

他法人施設の先進事例の視察研修を立案実施し、職員への報告会を開くことで情報の共有を

図り、今後の事業運営の参考とした。また、特別養護老人ホーム榛原の里では、前年度に続

き、滋賀県老人福祉施設研究協議大会に参加し、「食と尊厳」をテーマにケアワーカー３名

による取り組み発表を行った。さらに、倫理委員会を新たに設け、既存の「看取りに関する

指針」を再検討し、全職員が看取りに対する共通認識を持ち、尊厳ある最期が支援できるよ

う取り組みを進めた。 

新規事業の推進では、事業団の基本方針である「地域に貢献する事業団」の実現に寄与す

るため、大津市が令和２年７月から開設を予定されている真野地域包括支援センターについ

て、公募型プロポーザル方式による業者選定に参加し、令和２年１月のプレゼン審査を経て、

委託決定を受けた。令和２年７月の開所に向けて、現在準備を進めているところである。 

現事業の再構築については、居宅介護支援事業についてこれまで７事業所体制で運営を進

めてきたが、人材を集中してケアマネジメント機能の向上と体制の強化を図り、特定事業所

加算を目指すため、事業所の一部統合再編について検討を重ねてきた。その結果、令和２年

４月より大津市内全域を５事業所でカバーする体制に再編することとなった。同時に、職員

配置も見直し、新たに２事業所において特定事業所加算を取得する。なお、これら地域包括
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支援センター運営業務の受託及び居宅介護支援事業の見直しに伴い、令和２年４月に組織改

革を行い、居宅・包括事業部門を新しく設置することとなったことから、役割定義検討委員

会に諮問して役割基準書の改定を行い、事業部門の経営を担う職務についての役割定義の新

設、見直しとグレード評価を行った。 

経営基盤の強化については、職員が地域における各種団体の会議や多職種連携会議に参加

し、施設の周知や意見交換を通じて、地域との連携強化を図るとともに、地域ニーズ等の情

報把握にも努めた。 

人材育成では、ヘルパーステーション副所長を対象とした階層別研修を開催し、副所長に

求められる役割や事業団が副所長に求めるものについて研修を行った。今後、他の階層にお

いても研修を実施していく計画である。また、自己研鑚の支援として、平成３０年４月１日

から介護福祉士や介護支援専門員の資格の取得や更新への助成金や奨励金を支給する制度

を開始したが、令和元年度は２１名に対して６０万円余りを支給した。さらに、令和２年４

月１日より奨励対象とする資格を拡充し、支援の一層の充実を図る。 

法人の安定経営に向けては、平成３１年４月１日より人事・給与制度改革（第２期）とし

て、役割等級制度の本格運用を開始し、これまでの年功序列型の人事制度を、職員の努力や

成果が反映される制度に改めた。また、職員の待遇改善として、介護職員に支給される処遇

改善加算について、従来の「処遇改善加算Ⅲ」から「処遇改善加算Ⅰ」に変更して４月より

算定を開始し、賃金改善を実施した。さらに、１０月より新設された「特定処遇改善加算」

も算定を開始し、更なる賃金改善に取り組んできた。 

一方、同一労働同一賃金の取り組みとして、短時間労働者及び有期雇用労働者の雇用管理

の改善等に関する法律が令和２年４月１日に施行されるにあたり、正規・非正規職員間の格

差解消のため、時間当たり賃金の均衡を図るとともに、休暇制度をはじめとする福利厚生制

度の見直しを実施し、令和２年４月１日から適用した。 

特別養護老人ホーム榛原の里では、平成３１年４月に短期入所を４名減らし、長期入所を

４名増やす定員変更を行い、稼働率の安定を目指した。しかしながら、介護職員の退職等に

伴う後任の補充が進まず、夜勤ができる職員数が大きく不足する事態となり、サービスの質

の低下や重大な介護事故につながることが懸念されるため、１１月より長期・短期入所ベッ

ドの１割を計画的に空床にし、職員配置を見直すことで、困難な中での夜勤体制維持を図っ

た。その結果、１１～１２月は長期・短期合計で１日平均１０５名の稼働となった。なお、
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４月までには職員確保にも一定の目処が立ったことから、令和２年度のできるだけ早い時期

に元の体制に戻して、計画的空床を解消していく予定である。 

経営改善では、業務の効率化や職員の定着を促進するためのＩＣＴ機器の導入に向けて、

特養・短期部門や在宅・居宅部門で積極的に検討を重ね、先進事例の視察や業者によるプレ

ゼン等を行った。令和２年度の早い時期の導入に向けて取り組んでいく。 

大津市から指定管理業務を受託している５つの老人福祉センター及び木戸デイサービス

センターについては、平成３０年度から５年間、指定管理者として受託経営しているが、引

き続き大津市との間で今後の事業のあり方について協議を行っていく。 

地域への貢献では、民生委員や社会福祉協議会との連携強化を図るとともに、地域からの

要請により職員が出向いて行う地域講座を開催した。また、不足する介護人材の育成に向け

て、令和元年度においても介護職員初任者研修及び生活援助従事者研修を実施し、それぞれ

２４名、１５名が修了し、うち４名が事業団に就職した。 

介護職員の人材確保は大きな課題であり、令和元年度においては人材確保が進まなかった

ことから、介護保険事業収入において当初の見込みを下回ったところもあった。ご利用者に

安心・安全なサービスを提供するためには、職員一人ひとりの意識と実践とともに、サービ

スを提供する体制の充実が必要であり、人材確保はその前提となる。今後も人材の確保と職

員の定着に向けて、更なる取り組みを進めていく。 

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響については、大津市からの「新型コロ

ナウイルス感染症に係る市の施設閉鎖要請」に伴い、令和２年３月６日より老人福祉センタ

ー、唐崎デイサービスセンターの一部を閉鎖し、生きがい事業を中止している（ただし、デ

イサービス事業については継続して実施）。今後の感染状況による国、県、市の動向を確認

していく中で、再開に向けて対応していく。 
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【評議員・役員名簿等】 
１ 評 議 員                         （令和２年３月３１日現在） 

氏  名 所 属 団 体 ・ 役 職 等 就 任 年 月 日 

 片 山 義 和 社会福祉法人滋賀同仁会特別養護老人ホーム千寿の郷所長 平成 29 年 4 月 1 日 

 木 村   隆 大津市医師会会長 平成 29 年 4 月 1 日 

 竹 内 俊 彦 社会福祉法人大津市社会福祉協議会会長 令和元年 7月 1日 

 津 田 洋 子 大津市民生委員児童委員協議会連合会会長 平成 29 年 4 月 1 日 

 野 口 真 一 公認会計士・税理士 平成 29 年 4 月 1 日 

松 田 輝 男 大津市老人クラブ連合会会長 令和元年 6月 6日 

國 松 睦 生 大津市総務部長 平成 30 年 6 月 8 日 

     （定員 7名） 

 

２ 役  員                         （令和２年３月３１日現在） 

（１）理  事                         

役 職 名 氏   名 職      名 就 任 年 月 日 

理 事 長 舩 見   順 大津市社会福祉事業団専任理事 令和元年 6月 25 日 

副 理 事 長 西 村 和 利 大津市健康保険部長 令和元年 6月 25 日 

理   事 

石 塚 吉 輝 榛原の里利用者家族会代表 令和元年 6月 25 日 

 藤 木 季 美 大津市健康推進連絡協議会副会長 令和元年 6月 25 日 

江 隅 定 雄 特別養護老人ホーム榛原の里所長 令和元年 6月 25 日 

塩 見 弥 奈 滋賀県ホームヘルパー協議会会長 令和元年 6月 25 日 

    （定員 6名） 

（２）監  事 

役 職 名 氏   名 職      名 就 任 年 月 日 

監   事 
服 部   彰 元大津市総務部長 令和元年 6月 25 日 

井 口 敏 行 大津市会計管理者（兼）出納室長 令和元年 6月 25 日 

    （定員 2 名） 
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３ 評議員会 

開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

第１回 

 

令和元年 6 月 25 日 

 

議案第 1 号 
平成３０年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団

の計算書類等の承認について 
承 認 

議案第 2 号 理事の選任について 同 意 

議案第 3 号 監事の選任について 同 意 

第２回 令和元年 11月 21 日 議案第 4 号 
令和元年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第１次）について 
同 意 

第３回 

 

令和 2 年 3 月 27 日 

 

議案第 5 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団定款の一部変

更について 
同 意 

議案第 6 号 
令和元年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第２次）について 
同 意 

議案第 7 号 
令和２年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団事

業計画及び予算について 
同 意 

議案第 8 号 理事の選任について 同 意 

議案第 9 号 監事の選任について 同 意 

報告事項 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団経理規程の一

部変更について 
 

 

 

４ 理 事 会 
開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

第１回 平成 31 年 4 月 1 日 議案第 1号 理事長の選定について 選 定 

第２回 令和元年 6 月 6 日 

議案第 2号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団経理規程の一

部を改正する規程の制定について 
同 意 

議案第 3号 
平成３０年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団

の事業報告及び決算の承認について 
承 認 

議案第 4号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団評議員選任・

解任委員会委員の選任について 
同 意 

議案第 5号 評議員の推薦候補者について 同 意 

議案第 6号 令和元年度定時評議員会の招集について 同 意 

議案第 7号 施設長の任免について 同 意 

報告事項 

(1)理事長の職務執行状況の報告について 

(2)平成３０年度社会福祉法人等指導監査結果報

告について 
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開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

第３回 令和元年 6 月 25 日 

議案第 8 号 理事長の選定について 選 定 

議案第 9 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団給与規程の一

部を改正する規程の制定について 
同 意 

議案第 10 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団評議員選任・

解任委員会委員の選任について 
同 意 

第４回 令和元年 11 月 11 日 

議案第 11 号 
令和元年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第１次）について 
同 意 

議案第 12 号 令和元年度第２回評議員会の招集について 同 意 

報告事項 

（1）理事長の職務執行状況の報告について    

（2）令和元年度社会福祉法人等指導監査結果報告

について 

 

 

第５回 令和 2 年 3 月 17 日 

議案第 13号 
大津市堅田第二地域包括支援センター運営業務の

受託について 
同 意 

議案第 14号 賃貸借契約の締結について 同 意 

議案第 15 号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団組織及び事務

分掌規程の一部改正について 
同 意 

議案第 16号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団役割等級規程

の一部改正について 
同 意 

議案第 17号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団事務決裁規程

の一部改正について 
同 意 

議案第 18号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団経理規程の一

部改正について 
同 意 

議案第 19号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団就業規則の一

部改正について 
同 意 

議案第 20号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団育児休業等に

関する規程の一部改正について 
同 意 

議案第 21号 
社会福祉法人大津市社会福祉事業団給与規程の一

部改正について 
同 意 

議案第 22号 積立金の取崩及び積立について 同 意 

議案第 23号 
令和元年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団補

正予算（第２次）について 
同 意 

議案第 24 号 
令和２年度社会福祉法人大津市社会福祉事業団事

業計画及び予算について 
同 意 

議案第 25号 施設長の任免について 同 意 

議案第 26号 令和元年度第３回評議員会の招集について 同 意 
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開催回等 開催・付議年月日 議案番号 付  議  事  項 議事結果 

報告事項 

（1）理事長の職務執行状況の報告について    

（2）令和元年度社会福祉法人等指導監査結果報告

について 

 

  

  

  ５ 監事監査 

監査種別 執行期日 主な監査項目 

決算監査 令和元年 5月 30 日 
平成 30 年度事業実施状況 

平成 30 年度収支決算状況 

半期監査 令和元年 10 月 30 日 
令和元年度上半期事業実施状況 

令和元年度上半期収支状況 

 

６ 加入団体（抜粋） 

（１）独立行政法人 福祉医療機構 （２）社会福祉法人全国社会福祉事業団協議会 

加入年月日    平成５年４月１日 

共済契約者番号  ２５０１５４ 

社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入のため 

入会年月日    平成５年４月１日 

会員番号     ４３２ 

年金共済加入と情報交換等のため 
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７ 事業団施設の種別・名称及び所在地           （令和２年３月３１日現在） 

種    別 名    称 所   在   地 

主 た る 事 務 所 本部事務局 大津市浜大津四丁目１番１号    ☎（527）9552 

老人福祉センター 

大津市立木戸老人福祉センター 大津市木戸５８番地 ☎（592）1133 

大津市立北老人福祉センター 大津市今堅田二丁目４番１号       ☎（573）7123 

大津市立中老人福祉センター 大津市打出浜１番５号 ☎（526）2752 

大津市立南老人福祉センター  大津市南郷一丁目１４番３０号 ☎（537）7417 

大津市立東老人福祉センター 大津市玉野浦６番３３号 ☎（545）5970 

老人デイサービスセンター 

大津市立木戸デイサービスセンター 大津市木戸７０９番地 ☎（592）8022 

唐 崎 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 大津市唐崎三丁目１７番３５号 ☎（578）6488 

晴 嵐 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 大津市北大路一丁目９番２号 ☎（537）3909 

三 大 寺 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 大津市三大寺８番Ｄ３－101 号 ☎（545）3991 

ヘルパーステーション

木戸障害者相談支援・居宅介護支援事業所 大津市木戸７０９番地 ☎（592）8022 

堅田すこやかヘルパーステーション 大津市本堅田三丁目１７番１４号 ☎（573）7814 

比叡すこやかヘルパーステーション 大津市坂本六丁目１番１１号 ☎（578）8330 

中すこやかヘルパーステーション 大津市浜大津四丁目１番１号 ☎（527）1295 

膳所すこやかヘルパーステーション 大津市膳所二丁目５番５号 ☎（522）1304 

南すこやかヘルパーステーション 大津市南郷一丁目１４番３０号 ☎（534）0319 

瀬田すこやかヘルパーステーション  大津市大江三丁目２番１号 ☎（545）0301 

特別養護老人ホーム 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 榛 原 の 里  大津市真野普門三丁目 1120 番地 ☎（573）9901 

そ の 他 施 設 
大津市ふれあいプラザ 大津市浜大津四丁目１番１号 ☎（527）8351 

大津市立木戸コミュニティセンター 大津市木戸７０９番地 ☎（592）8022 

   ＊特別養護老人ホーム榛原の里については、平成２３年４月 1日 大津市から建物の無償譲渡を受け、 

事業団所有として、所有権移転登記を完了した。 

なお、土地は大津市（一部民間所有者）からの有償による借地である。 

建物の種類・構造・床面積等 

 ・鉄筋コンクリート・鉄骨造３階建 6,175.43 ㎡  ・倉庫、車庫 鉄骨造平屋建 102.00 ㎡ 
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【本 部】 

 事業団本部事務局では、社会福祉法人としての適正な業務管理体制の維持・改善に努めるとともに、

介護・福祉サービス事業者としての存在価値を高め持続的発展を図るため、中期計画に基づく改革プロ

ジェクトを実施した。 

 

１．業務管理体制の状況 

（１）契約審査委員会 

   一定額以上の工事・修繕や業務委託、物品の購入やリース契約等にあたっては、契約審査委員会

にて入札案件の仕様書や随意契約業者の選定等について審査を行い、適正な業務執行を図った。    

契約審査委員会 開催実績 

 令和元年度開催状況  開催回数 ７回 

 審査件数 延べ２２件 

 主な審査案件名 ① 榛原の里居室改修工事  （契約予定金額   約 23 百万円） 

② 空調設備更新工事    （年間支払い総額  約 7 百万円） 

③ 真野地域包括支援センター施設整備工事 

（入札参加業者選定）   他 

 

（２）安全衛生委員会 

職員の健康管理と職場での労働災害の防止を目的に安全衛生委員会を定期開催するとともに、職

場巡視や腰痛調査等、現場での危険予知活動の推進等を行った。 

会議等 開催期日 主な議事等 

第 1回委員会 令和元年 6 月 28 日 平成 30 年度健康診断の結果について 

令和元年度重点施策及び事業計画について 

第 2回委員会 令和元年 11 月 29 日 ・令和元年度定期健康診断結果   

対象者 受診者 受診率 

326 人 310 人 95.0％ 

・職場巡視結果（ 特養榛原の里 大きな指摘なし） 

労働衛生推進 

 

令和 2年 2月 

 

年 2 回 

健康教育実施 講師：西山順三産業医 

「職場環境の改善でストレス解消」参加人数 38名 

各事業所職場点検の実施 
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２．事業団改革プロジェクト 

（１）中期計画進捗会議／中期計画進捗会議事務局会議／実績会議への報告 

   第２期中期計画(平成 30〜32 年度)２年目では、昨年度と同様に職員への説明会を開催し、計画の

浸透を深めるとともに、特に集中的に取組む内容に重点を置き実行した。 

中期計画関連会議等 開催実績 

会議名称 開催日 主な議事 

事務局会議① 平成 31 年 4 月 25 日 ・第 2 期中期計画（1 年目）進捗状況及び振返り 

・第 2 期中期計画（2 年目）進捗会議の設置について 

・中期計画説明会（一般職員向け）の開催計画 

・単年度計画実施スケジュール及び推進体制の事業部門別

原案について 

事務局会議② 令和元年 5月 10 日 ・第 2 期中期計画進捗会議の開催について 

・第 2 期中期計画（2 年目）実施内容説明及び最終協議 

・中期計画進捗会議の進め方について 

進捗会議① 令和元年 6月 14 日 【全体会】 

・第 2 期中期計画（1 年目）の成果と反省 

・令和元年度中期計画進捗管理体制 

・令和元年度単年度計画（法人プロジェクト） 

【事業部門別会議】 

・第 2 期中期計画（1 年目）進捗状況の確認及び振返り 

・第 2 期（2 年目）事業部門別計画の概要と推進体制確認 

・令和元年度単年度計画実施スケジュールの作成 

・プロジェクト別推進担当者及び責任者選定 

中期計画職員説明会 

（全８回、各 1時間） 

令和元年 6月 18 日、 

21 日、25 日、28 日 

7 月 18 日、23 日、 

25 日、8月 5日 

出席者数 144 名（常勤職員参加率 78％） 

（説明内容）・第 2 期中期計画概要について 

      ・部門別の単年度計画について 

      ・質疑応答 
 

進捗会議② 

 

令和元年 7月 10 日 【事業部門別会議】 

・各事業部門の単年度計画についての修正点確認 

・各事業部門の実施スケジュール及び担当者の決定 

・各事業部門から発表する内容を協議 

【全体会】 

・各事業部門から令和元年度の取り組み内容報告 

（テーマ）①第 2 期中期計画（2 年目）の中で集中的に 

取り組むプロジェクト 

     ②集中的に取り組むプロジェクトの将来展 

望について 
 

事務局会議③ 令和元年 12 月 17 日 

 

・第 2 期中期計画（2 年目）説明会実施結果報告 

・1 次補正後経営指標算出結果及び計画進捗状況について 

事務局会議④ 令和 2年 2月 25 日 ・第 3 回中期計画進捗会議の進め方について 

・第 2 期中期計画（2 年目）の振返り及び次期計画での取 

扱いについての協議 

進捗会議③ 令和 2年 3月 11 日 【事業部門別会議】 

・第 2 期中期計画（2 年目）実施後の振返り及び次年度 

への申し送り事項協議 

【全体会】 

・各事業部門より第 2 期中期計画（2 年目）における成

果、反省及び次年度へ申し送るべき内容について報告 
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（２）経営改革推進会議 

   平成 29 年度の赤字を解消し、経営体質の改革を図るため中期計画(第 2 期)においては、事業部門

ごとに経営改革推進会議を設置し、本部事務局がその運営支援を行った。    

【事業部門】 

経営改革推進会議名 
開催回数 実 施 項 目 

【特養・短期部門】 

経営安定化 

プロジェクトチーム 

（7 名） 

９回 

・特養職員不足に伴う職員配置及び体制の見直し 

・別館入居者、利用者の人数調整の提案及び検討 

・新規介護職員採用による新規入居者受入れスケジュール検討 

主 な 成 果 

・本館を満床とし、別館の利用者数を半減することで本館に職員を集中させ、夜勤応 

援体制等を構築することができた 

・新規採用職員の採用を継続的に行ない人員確保する一方、新規入居者受入れスケ 

ジュール検討を行ない、結果として 12 月より新規入居者の受入れを再開すること 

ができた 

【事業部門】 

経営改革推進会議名 
開催回数 実 施 項 目 

【通 所 部 門】 

収益改善検討委員会 

（６名） 

１回 
・経費削減に向けた検討 

・年休対応介護職員の確保による労働環境の改善に向けた検討 

主 な 成 果 

・消耗品等に関して、現在購入を行なっている店のみではなく、１００円均一での購 

入や一括購入で単価を下げる等、工夫により経費を削減することができた 

・介護職員不足の中、過去に事業団で勤務されていた OG・OB に声掛けを行ない、年休 

対応介護職員へ登録してもらうことで、職員が安心して年休取得することができる 

ようになる等、労働環境の改善を図ることができた 

【事業部門】 

経営改革推進会議名 
開催回数 実 施 項 目 

【在 宅 部 門】 

業務の効率化検討委員

会 

（５名） 

１回 
・アセスメント、個別支援計画書、モニタリング、手順書等について 

書式の統一について検討を行なった 

主 な 成 果 

・各ステーションで書式が異なっていたが、統一することができた 

・書式で改善点があればその都度変更等について検討していく仕組みができた 

【在 宅 部 門】 

介護プラン検討部会 

(６名) 

１回 ・サービス提供責任者の意識改革 

主 な 成 果 
・ケアマネジャーよりサービス提供責任者としての役割等を学ぶことで、職員の意識

向上を図ることができた 

【居 宅 部 門】 

居宅のあり方検討会 

（4名） 

３回 

・特定事業所加算取得に向けた検討 

・業務改善による生産性向上に向けた検討 

・ケアマネジャー向けアンケートの実施 

主 な 成 果 

・加算取得に向け、特定事業所加算取得事業所の選定及び事業所再編について方向 

性が定まった 

・業務支援ソフトについて確認を行なうなど、導入に向け検討を行なうとともに、 

日々使用しているＰＣの更新の必要性についても情報共有できた 
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（３）人事・給与制度改革 

   令和元年１０月からの特定処遇改善加算の取得、令和２年４月からの事業・組織改革及び同一労

働同一賃金の施行に対応するため、必要な制度、諸規則の改正案作成等を行った。 

主な会議体の設置目的と構成メンバー 

役割定義検討委員会 2 回 モデル組織図と役割基準書の改正原案を作成し、理事長に答申する。 

7 名 事務局長（委員長）、在宅・居宅 2 名、通所 1 名、特養・短期 1 名、事務局 2 名 

キャリアパス委員会 2 回 役割基準書に基づき、各役割への任命候補者を理事長に答申する。 

5 名 事務局長（委員長）、在宅・居宅 1 名、通所 1 名、特養・短期 1 名、事務局 1 名 

コア会議 6 回 制度設計を行い、関連規則の改正案を作成。各委員会の事務を担当。 

7 名 理事長、事務局長、コンサルタント 1 名、事務局 4 名 

 

人事・給与制度改革関連会議等 開催実績 

会議名称等 日付 主な検討項目 

コア会議(25) 令和元年 8月 19 日 ・同一労働同一賃金への課題整理 

・特定処遇改善手当の基本設計について 

キャリアパス委員会① 令和元年 9月 10 日 ・令和元年 10 月の人事異動に伴うグレード評価について 

 

コア会議(26) 令和元年 10 月 29 日 ・同一労働同一賃金のための非正規職員の賃金について 

 

コア会議(27) 令和元年 11 月 28 日 ・事業・組織改革に伴う役割基準・給与改定について 

・役割定義検討委員会の開催について 

コア会議(28) 令和元年 12 月 24 日 ・同一労働同一賃金のための賃金単価の見直しについて 

・福利厚生制度の見直しについて 

コア会議(29) 令和 2年 1月 28 日 ・役割定義検討委員会への提出予定資料について 

・特別休暇の見直しについて 

役割定義検討委員会① 令和 2年 1月 31 日 ・事業・組織改革に伴う役割基準書の改正について 

・役割評価の新指標「地域課題解決」の導入について 

役割定義検討委員会② 令和 2年 2月 6日 ・役割基準書改正案の答申について 

 

コア会議(30) 令和 2年 2月 21 日 ・特別休暇の見直しについて 

・諸規則の改正案について 

キャリアパス委員会② 令和 2年 3月 4日 ・令和 2 年 4 月の人事異動に伴うグレード評価について 

 

施設長・ヘルパー所長

合同会議 

令和 2年 3月 6日 ・役割基準書の改正について 

・令和 2 年 4 月 1 日の人事異動について 

施設長会 

ヘルパー所長会議 

令和 2年 3月 10 日 

令和 2年 3月 12 日 

・重要な就業規則の変更について 

・嘱託・契約職員、パートヘルパーの賃金改定について 

理事会 令和 2年 3月 17 日 ・諸規程の改正について 
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３．人材育成 

（１）国家資格等取得及び更新の奨励制度の活用状況 

   平成 30 年 4 月 1 日から施行している「国家資格等取得及び更新の奨励に関する要綱」に基づき、

奨励金及び助成金を令和元年度に研修申し込みを行った職員に支給した。 

令和元年度の制度活用実績 

 資格の種類 支給対象項目 支給した人数 支給金額合計 うち県補助金* 

介護職員初任者研修修了 研修受講    ２名 30,000 円 20,000 円 

介護福祉士 実務者研修受講    ４名 374,940 円 248,000 円 

試験合格    ５名 100,000 円  

介護支援専門員 実務研修    ０名 0 円  

更新研修   １０名 100,000 円  

令和元年度支給額 合計   604,940 円 268,000 円 

     (*) 滋賀県介護職員研修受講支援事業費補助金を申請し、支給額の 3分の 2の補助金を受けている。 

 

４．職員の入職・退職状況（事業団全体）   

（１）令和元年度の入・退職実績人数（H31.4.1～R2.3.31） 

雇用形態 正 規 嘱 託 契 約 パートホームヘルパー 合計 

入 職 13 名 9 名 20 名 9 名 51 名 

退 職 10 名 7 名 10 名 4 名 31 名 

H31.4.1 在職人数 98 名 62 名 114 名 86 名 360 名 

離職率 10.2% 11.3% 8.8% 4.7% 8.6% 

※ H31.4.1 現在人数には嘱託医、年休対応職員を含む 

 

（２）令和元年度 職員募集・採用選考実施状況（令和２年度入職予定者含む） 

募集職種 選考実施回数 応募者数 採用決定者数 採用決定者内訳 

正

規

職

員 

ケアワーカー（榛原）  11 回  13 名 8 名  

ホームヘルパー  3 回  4 名 2 名 うち１名はパートヘルパー

から登用 

ケアマネジャー  5 回  7 名 5 名 うち1名は嘱託職員から登用 

看護職員（榛原）  2 回  3 名 1 名  

 合 計 21 回 27 名 16 名  

募集職種 採用決定者数 応募のきっかけ 

パートホームヘルパー 10 名 事業団開催の初任者研修(4)、職員からの紹介(2) 

求人誌(1)、その他(3) 

  募集方法等：ハローワーク・福祉人材センター、新聞折込・求人誌、福祉のお仕事説明会、人材派遣・人材紹介他 
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【老人福祉センター】 

 位   置   大津市立木戸老人福祉センター 大津市木戸５８番地 
大津市立北老人福祉センター  大津市今堅田二丁目４番１号 

         大津市立中老人福祉センター  大津市打出浜１番５号 
         大津市立南老人福祉センター  大津市南郷一丁目１４番３０号 
         大津市立東老人福祉センター  大津市玉野浦６番３３号 
 事 業 内 容   ・老人福祉法に基づく老人福祉センター 
         ・老人福祉法に基づくデイサービス事業 
                     （木戸・中老人福祉センターを除く。） 
 事 業 報 告    大津市の指定管理を受け管理運営を行っている５か所の老人福祉セ

ンターでは、市内在住の６０歳以上の高齢者の福祉増進の拠点として、

健康等に関する各種相談をはじめ、介護予防のための運動実践として

「介護予防講座」を開催する等、利用者が健康で明るく、そして気軽

に楽しく過ごせる場の提供を行っている。令和元年度は、それぞれの

センターの講座・サークル等の利用者が、日頃の成果を発表する高齢

者趣味講座発表会（第２５回）を開催し、生きがいづくり及びセンタ

ー間の交流を深めた。また、平成２１年１０月より開催している介護

予防講座「ずーっと元気体操」は大変好評を得ており、昨年度と同様

の開催回数（週２回）で開催するとともに、シニアエアロビクス（木

戸老）、歌と音楽の健康体操（中老）、レベルアップ体操（南老）な

ど、介護予防に向けた内容を取り入れた運動教室を令和元年度より新

たに開催した。また、１回１００円の一般利用者を対象とした入浴サ

ービスも多くの利用者から好評を得ている。サービス向上の一環とし

て、５月に「菖蒲湯」を２日間実施した。 

          北、南、東の各老人福祉センターのデイサービス事業では、介護保

険法に基づき要介護及び要支援等の認定を受けられた高齢者に対し入

浴や食事、日常動作機能回復訓練、レクリエーション等により自立し

た生活が営めるよう支援等を行うとともに、利用者一人ひとりに対し

てより一層きめ細かいサービスを提供することに努めた。 

  今後は、デイサービス事業の取り組み内容等の情報を地域に発信する

とともに、地域の方々との情報共有の場である運営推進会議を開催する

ことで、地域のニーズ等の情報収集を行い、サービスに反映させていく。 

          尚、大津市からの「新型コロナウイルス感染症に係る市の施設閉鎖

要請」に伴い、令和２年３月６日より老人福祉センターを閉館し、生き

がい事業を休止としている（ただし、デイサービス事業は、継続して実

施している）。現在、大津市からの再開要請があり次第事業が開始でき

るよう準備を行なっている。  

１．デイサービス利用状況 

項 目 ＼ 施 設 名 北老人福祉センター 南老人福祉センター 東老人福祉センター 

実 施 日 数      ２５５日      ２５５日      ２５５日 

年 間 利 用 延 人 数    ２，７６５人    ３，８９８人    ３，７８２人 

年間平均

利用者数 

３０年度   １１．３人／日   １５．４人／日    １４．９人／日 

元年度   １０．８人／日   １５．３人／日    １４．８人／日 

入 浴 介 助    ２，３０４人    ３，２９１人    ３，６２０人 

サービス提供体制強化加算 加算Ⅰ（イ） 加算Ⅰ（イ） 加算Ⅱ 
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2．老人福祉センター利用状況 （生きがい事業）

273 日 273 日 273 日

27,082 人 19,183 人 40,859 人

（１日当り 92 人） （１日当り 65 人） （１日当り 139 人）

23,975 人 17,333 人 38,343 人

（１日当り 88 人） （１日当り 64 人） （１日当り 141 人）

7,602 人 10,341 人 10,287 人

（１日当り 32 人） （１日当り 44 人） （１日当り 44 人）

医療相談（週１回） 3 人 医療相談（週１回） 1 人 医療相談（週１回） 14 人

健康・生活相談 58 人 健康・生活相談 107 人 健康・生活相談 475 人

朗仁講座（4講座） 160 人 シニア教養講座（1講座） 78 人 俳句教室（月１回） 106 人

フォークダンス 347 人 和紙人形教室（月１回） 32 人 民謡教室（週１回） 405 人

源氏茶論 68 人 民謡教室（月２回） 156 人 舞踊教室（月４回） 247 人

キルトサークル 266 人 歌謡教室（週１回） 1,314 人 茶道教室（表）（月１回） 110 人

自彊術 258 人 民踊教室（週１回） 153 人 茶道教室（裏）（月２回） 221 人

絵手紙 627 人 詩吟同好会 84 人 煎茶教室（月２回） 153 人

太極拳 513 人 癒しの園芸療法 43 人 ちぎり絵教室（月２回） 160 人

大正琴教室（月２回） 219 人

ずーっと元気体操 3,680 人 ずーっと元気体操 2,564 人 ずーっと元気体操 3,084 人

健康体操 63 人 健康体操 259 人 健康体操 272 人

273 日 273 日

32,212 人 25,769 人

（１日当り 110 人） （１日当り 88 人）

27,877 人 18,926 人

（１日当り 102 人） （１日当り 69 人）

10,158 人 6,612 人

（１日当り 43 人） （１日当り 28 人）

医療相談（週１回） 18 人 医療相談（週１回） 60 人

健康・生活相談 50 人 健康・生活相談 0 人

民踊教室（週1回） 164 人 シニアパソコン 147 人

気功教室（月２回） 163 人 若葉会（手芸） 264 人

詩吟教室（週１回） 209 人 舞踊教室（週１回） 398 人

漢字書道教室（月２回） 98 人 大正琴教室（月２回） 106 人

かな書道教室（月２回） 176 人 日本手毬（月１回） 38 人

ちぎり絵教室（月２回） 277 人 太極拳 373 人

民謡教室（月2回） 195 人

大正琴教室（月２回） 189 人

ずーっと元気体操 3,066 人 ずーっと元気体操（体操） 1,508 人

健康体操 85 人 ずーっと元気体操（気功） 1,857 人

健康体操 172 人

　各老人福祉センターとも　　（週５日）　　火・水・木・金・土

※5センター利用者合計　　元年度 126,454 人 30年度 145,105 人

（１日あたり 463 人） （１日あたり 495 人）

※大津市の要請により、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、３月６日より老人福祉センター（生きがい事業）を休止としている

開館日

年間
利用
人員

項目＼施設名

開館日

※入浴実施状況

南老人福祉センター 東老人福祉センター

各種相談事業
年間利用人員

各種教養講座
年間利用人員

健康体操
年間利用人員

入浴者数

年間
利用
人員

３０年度

元年度

中老人福祉センター

各種相談事業
年間利用人員

各種教養講座
年間利用人員

健康体操
年間利用人員

木戸老人福祉センター 北老人福祉センター

３０年度

元年度

項目＼施設名

入浴者数
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【デイサービスセンター】 

 位   置  大津市立木戸デイサービスセンター  大津市木戸７０９番地 
唐崎デイサービスセンター       大津市唐崎三丁目１７番３５号 
晴嵐デイサービスセンター      大津市北大路一丁目９番２号 
三大寺デイサービスセンター     大津市三大寺８番 D3－101 号 

 

 事 業 内 容  ・老人福祉法に基づく老人デイサービスセンター 

 

 事 業 報 告   木戸、唐崎、晴嵐及び三大寺デイサービスセンターで実施しているデ 

イサービス事業では、介護保険法に基づき要介護及び要支援等の認定を 

受けられた高齢者に対し入浴や食事、日常動作の機能回復訓練、レクリ 

エーション等により自立した生活が営まれるよう在宅福祉の支援に努め 

るとともに、利用者一人ひとりに対し、より一層きめ細かいサービスを 

提供することに努めた。また、地域と密着したデイサービスを目指すた 

め、センターで開催する行事（夏祭り等）に地域の方々を招待し交流を 

深めた。今後は、地域との連携強化を目的に開催される地域連絡会へ積 

極的に参加するとともに、地域との情報共有の場をセンターで設け、地 

域のニーズ等の情報収集を行い、サービスに反映させていく。さらに、 

木戸デイサービスセンターでは、利用者ご自身の自立に向けた支援や日 

常生活の充実を目的に、理学療法士による機能訓練（リハビリ）をご利 

用者の心身状況に応じて実施した（年間利用者数 ２，５３２人）。 

唐崎及び三大寺デイサービスセンターでは、生活援助員派遣事業（シ 

ルバーハウジング世話付住宅）を行い、入居者に対する安否確認や日常 

の生活援助を行うため生活援助員を配置し、安心した生活が営まれるよ 

う支援を行った。シルバーハウジングの入居状況は、令和２年３月末現 

在で、唐崎１０世帯(内、独居９世帯)、三大寺２７世帯(内、独居１９世 

帯)である。 

         また、唐崎デイサービスセンターでは、地域の高齢者へ施設を開放し、 

１回１００円の一般利用者を対象とした入浴サービスなどを行っている。 

又、サービス向上の一環として、５月に「菖蒲湯」を２日間実施した。 

唐崎デイサービスセンター一般利用者合計 年間９，７８５人 

（１日あたり ３６．０人）  

 尚、大津市からの「新型コロナウイルス感染症に係る市の施設閉鎖要 

請」に伴い、令和２年３月６日より唐崎デイサービスセンターの一部を 

閉鎖、生きがい事業を中止している（ただし、デイサービス事業は、継 

続して実施している）。 
 １．デイサービス利用状況 

項 目 ＼ 施 設 名 
木戸デイサービ

スセンター 
唐崎デイサービ

スセンター 
晴嵐デイサービ

スセンター 
三大寺デイサー 
ビスセンター 

実 施 日 数 ２５７日 ２５５日 ２５７日 ２５７日 

年間利用延人数 ７，１４７人 ３，８８８人 ３，６１５人 ２，４９３人 

年間平均

利用者数 

30 年度 ２８．５人／日 １４．２人／日 １４．３人／日 １０．２人／日 

元年度 ２７．８人／日 １５．２人／日 １４．１人／日 ９．７人／日 

入 浴 介 助 ５，４３６人   ３，４８１人   ３，２００人   ２，３４２人 

サービス提供体制強化加算 加算Ⅰ（ロ） 加算Ⅱ 加算Ⅰ（イ） 加算Ⅱ 
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【ホームヘルプサ－ビス事業】 
 
 事 業 内 容  ・老人福祉法に基づく老人居宅介護等事業   

        ・介護保険法に基づく居宅介護支援事業  

        ・障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業 

          （居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護） 

        ・障害者移動支援事業（大津市委託事業） 

       ・多胎児家庭育児支援事業（大津市委託事業）  

       ・生活応援サービス（自費サービス）  

事 業 報 告  １．ホームヘルプサービス 

 パートホームヘルパーが前年度から６名少なくなり、また高齢化によ

り１人あたりの稼働時間も減少傾向にあり、経営環境は厳しさを増して

いる。利用者数は事業全体で前年度に比べ８．３％減少したが、処遇改

善加算ⅢからⅠへの変更、特定処遇改善加算の取得により、収入は３．

９％増加した。今後は、 

① パートヘルパーの確保・定着を重点的に行い、サービスの依頼に応

えられる体制を構築する。 

② 各職位の職務を明確にし、担当が不明確だった後進の指導や職場環

境の改善を推進することで、サービスの質を高める。 

③ 業務のＩＣＴ化を実現することで、生産性を高め訪問時間を確保す

ることにより、収入増を図る。 

以上の事を行い、更なる利用者増、および収益の改善を図る。 

                           

ホームヘルパー利用実績 

・平成３０年度   

区   分 年間延利用人数 月平均 年間利用時間 

介護保険（訪問・総合事業） ６，３８９人 ５３２人 ５５，６０５時間 

障害福祉サービス事業 １，９６１人 １６３人 １８，１３６時間 

障害者移動支援事業  ６２人 ５人 ３２２時間 

多胎児育児支援事業 ９１人 ８人 ４７５時間 

    計 ８，５０３人 ７０８人 ７４，５３８時間 

 

生活応援サービス ３２４人 ２７人 ２９４時間 

 

・令和元年度   

区   分 年間延利用人数 月平均 年間利用時間 

介護保険（訪問・総合事業） ５，７３９人 ４７８人 ４９，３３２時間 

障害福祉サービス事業 １，９２０人 １６０人 １７，７９９時間 

障害者移動支援事業       ５９人 ５人 ３４０時間 

多胎児育児支援事業 ７８人 ７人 ２４２時間 

    計 ７，７９６人 ６４１人 ７３，７３９時間 

 
生活応援サービス ２４１人 ２０人 ４００時間 
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 ２．居宅介護支援事業 

堅田を除く６ヶ所のヘルパーステーションと榛原の里に介護支援専門員

（ケアマネジャー）を配置し、介護保険法に基づく居宅介護支援事業を実施

した。また、介護予防支援の一部委託業務を市地域包括支援センターから受

託した。これらの事業においては、利用者や家族の希望を基に利用者の心身

の状態、環境等に応じた適切なケアプランを作成し、居宅介護サービス事業

所等と連携を図り、利用者の自立支援に向けた円滑なサービスの提供が図れ

るよう努めた。 

利用状況では、利用者数が介護支援で前年に比べ５．８％増加し、予防

支援（総合事業の介護予防ケアマネジメントを含む）で６．１％増加して

いる。収入で５．６％の伸びを示している。 

今後は、事業所の再編を行う中で、管理者に主任ケアマネジャー配置し、

ケアマネジメントの質の向上を図るとともに、特定事業所加算を取得する

ことにより収益の改善を図っていく。 

 

居宅介護支援事業所実績件数 

（１）居宅介護支援、介護予防支援（ケアプラン作成） 

  ・平成３０年度                                                   （単位：件） 

区  分 
居宅介護支援件数 介護予防支援受託件数 合  計 

年間計 月平均 年間計 月平均 年間計 月平均 

６ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

榛原の里居宅 
５，１７１ ４３１ １，８８７ １５７ ７，０５８ ５８８ 

・令和元年度                           （単位：件） 

区  分 
居宅介護支援件数 介護予防支援受託件数 合  計 

年間計 月平均 年間計 月平均 年間計 月平均 

６ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

榛原の里居宅 
５，４６９ ４５６ ２，００２ １６７ ７，４７１ ６２３ 

 

（２）要介護（要支援）認定訪問調査 

要介護（要支援）認定のための訪問調査業務を大津市等から受託し、介護支援専門

員が業務を実施した。 

・平成３０年度      （単位：件） 

区  分 
訪問調査件数 

年間計 月平均 

６ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

榛原の里居宅 
３４８ ２９ 

・令和元年度       （単位：件） 

区  分 
訪問調査件数 

年間計 月平均 

６ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ 

榛原の里居宅 
３８９ ３２ 
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【障害者相談支援事業】 

  

事 業 内 容  ・大津市からの委託による障害者の相談支援事業 

       ・障害者総合支援法に基づく障害者一般相談支援事業・特定相談支援事業 

       ・児童福祉法に基づく障害児相談支援事業 

 

事 業 報 告   木戸デイサービスセンター内に、木戸障害者相談支援センターを開設し、

専任の相談員１名が相談事業に従事している。 

         市からの委託料     月額２６２，５００円 

         個別訪問調査委託料   １件  ６，９２０円 

         サービス利用支援    １件 １７，０７６円 

         継続サービス利用支援  １件 １３，８８６円         

        主な支援方法は、訪問や来所による相談、同行、関係機関との調整など 

       であり、支援内容は福祉サービスの利用方法・事業所等の紹介、社会参加・

余暇活動の紹介、家族関係・人間関係の調整、サービス等利用計画の作成

とそれに伴うモニタリングの実施、障害支援区分の認定調査などである。 

 

相 談 実 績  個別相談支援活動の件数 

支援方法 
３０年度 令和元年度 

人数 延べ回数 人数 延べ回数 

訪問 ９４ ６６５ ９４ ６２１ 

来所相談 １０ １７ １０ １８ 

同行 １２ １７ １４ ２０ 

電話相談 ４４ ２６０ ４１ ２４６ 

電子メール ４ １３ １０ ４９ 

個別支援会議 ２４ ３１ ２３ ４２ 

関係機関 ９４ １，２２０ ９８ １，４０５ 

その他 ４ ４ １０ １２ 

書類作成提出 ０ ０ ０ ０ 

合計 ９８ ２，２２７ ９９ ２，４１３ 

  ※ 個別相談活動の人数については、それぞれの支援方法の人数には重複があり、合計 

人数は実人数を示しているため、全ての支援方法の人数の合計とは異なる人数となっ 

ている。 
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【特別養護老人ホーム榛原の里】 

 

位  置  大津市真野普門三丁目１１２０番地 

 

事業内容  ・老人福祉法に基づく特別養護老人ホーム 

      ・老人福祉法に基づく老人短期入所事業（ショートステイ） 

      ・老人福祉法に基づく老人デイサービス事業 

       

事業報告 

１．特別養護老人ホーム（長期入所）・・・定員１１４名 

   今期はおおつゴールドプランにより定員が１１０名から１１４名のスタートとなっ

た。しかしながら夜勤介護職員不足に伴いサービスの質の低下、介護事故等が懸念さ

れ１１月より施設体制を縮小せざる得ない状況になり１割空床での秋季からの事業変

更となり１日平均１０３名（９割）の稼働状況となった。新年度は人員体制が整い順

次、満床になる予定である。 

   そんな中、ＩＣＴ機器の一環として眠りスキャンを試行的に導入しリアルタイムに

睡眠状況を観察し利用者の安眠のサポートと安全の成果が出せ、導入に向け方向性が

示せた。また導入している他施設見学も実施し職員の労力の効率化にも結び付くこと

が確認できた。 

平成２７年度から取組んでいる事業団中期経営計画については、第２期目の２年目

にあたり『質の高い福祉サービスの提供』をキーワードとして取り組んだ。具体的に

は倫理委員会を新たに設け既存の<看取りに関する指針>を再検討し全職員が看取りに

対して共通認識をもち尊厳ある最期が支援できるよう取り組んだ。 

また、昨年に続き滋賀県老人福祉施設研究協議大会に参加して、「食と尊厳」をテー

マにケアワーカー３名が発表しアセスメントを多角的に行い食事環境を改善すること

により食に対する意欲の向上が検証できた。 

   施設内委員会（研修・広報・給食・衛生・排泄）においては常に課題抽出を行い、

全員が課題共有できるようセクション間での連携を意識した運営ができた。処遇向上

に向け生活面へのサポートとして生活アセスメントを行うことでニーズを把握し全体

カンファレンスを行い、更に日々、ケアマネジャー等が入居者のその人らしい生活を

送っていただけるようケアプランを作成し入居者に寄り添った支援を心掛けた。  

   さらに職員と入居者が一緒に外出する個別処遇の充実や生活状況の報告等家族連携

にも努めた。特に家族会の総会では家族から率直な施設への意見や要望を聞き施設運

営に反映することができた。 

   なお、３月末現在の入所申込者は約６１８名となっている。入所決定にあたっては

透明性を確保するため県が提示している入所ガイドラインに沿って、「入所決定に関す

る要綱」を定め、第三者委員を含む入所判定委員会を開催し、入所の必要性の高い方

から順次、入居いただいている。 

   

 

 

 

21



※令和２年３月３１日現在の状況は次のとおりである。  

 

（１）入所区分 

区  分 男  性 女  性 計 

男  女  別     １２人     ９０人 １０２人 

平 均 年 齢   ８６．８歳   ９０．１歳 ８９．７歳 

   ・市内入所者     １０１人   市外入所者 １人 

   ・９０歳以上      ５５人  （男性 ５人、女性５０人） 

   ・最高年齢者     １０４歳（女性） 最低年齢者 ６８歳（女性） 

 

（２）要介護区分 

要介護度 １ ２ ３ ４ ５ 平均要介護度 

人 数   ０ １ ３６ ３９ ２６ 
３．９０ 

比 率 ０％ １．０％ ３５．３％ ３８．２％ ２５．５％ 

 

（３）入居状況（稼働率） 

年度 利用延人数 稼働率 一日当たり入居者数 定員 

30 年度 ３８，３５８人 ９５．５％ １０５．１人/日 １１０床 

元年度 ３７，７４３人 ９０．４％ １０３．１人/日 １１４床 

 

（４）心身の状況 

  ・ねたきり   ２７人 （入所者全体の２６．５％） 

  ・車椅子利用  ８７人 （ 〃    ８５．３％） 

  ・認知症関係  ９５人 （ 〃    ９３．１％） 

 

２．ショートステイ・・・定員１６名 

   寝たきりや認知症など介護を必要とする高齢者を抱える家族が、一時的にご家庭で

介護が困難な場合やレスパイトケアを目的に短期入所サービスを利用されるもので、

日常生活上の援助等を個別のニーズに基づいた短期入所生活介護サービス計画により

提供した。おおつゴールドプランにより２０床から１６床に変更。夜間介護職員不足

により１日平均１０名（６割）の稼働状況となった。 

 

 ・利用状況   

年度 利用実数 利用延人数 稼働率 一日当たり利用者数 定員 

30 年度 ４７３人 ６，３７２人 ８７．５％ １７．５人/日 ２０床 

元年度 ３１６人 ３，６０６人 ６１．９％  ９．９人/日 １６床 
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３．デイサービス・・・定員２９名（通常規模型） 

   要介護、要支援状態または事業対象者（総合事業）と判定された方が、利用者の社

会的な孤独感の解消及び心身の機能維持を図るため、また、家族介護の軽減に資する

ため、個別のニーズに基づいた通所介護サービス計画によりサービス提供に努めた。 

今期は「利用者様への対応、言葉遣いに注意しましょう」をモットーに一人一人の

スタッフがサービスの充実に努めた。 

 

 ・利用状況                              

区 分 実施日数 利用者数 
１日当り 

利用者数 

サービス内容 

入 浴 食 事 

通常 

規模型 

 

２５３日 

介護4,808人 

予防1,071人 

 計 5,879人 

 

２３．２人 

 

 

4,624 人 

 

5,878 人 

                   ※30 年度 25.0 人/日 

 

４．令和元年度榛原の里施設整備事業 

     榛原の里は、平成２３年４月１日より大津市から施設譲渡を受け、大津市との間で

の譲渡に関する協定書により、平成２３年度から１０年間（平成３２年度）で５億円

の改修事業を実施する計画である。（市からの補助金は６０％の３億円） 

   令和元年度はその９年目として、下記の事業を実施した。 

   

・施設整備費の内訳 

工 事 名 金 額（税込） 円 

 

① 本館１階居室改修工事（令和元年度） 

 

  

２２，８８３，３１９ 

 

② ＧＨＰ空調設備更新工事（ＧＨＰ－６） 

 

 

６，４０２，０００ 

 

③ 空調機更新工事（１Ｆ寮母室・２Ｆ寮母室） 

 

 

３，１９０，０００ 

 

④ 照明設備更新工事 

 

 

８５３，２００ 

合    計 

 

３３，３２８，５１９ 

財源内訳 
市補助金（６割） １９，９９７，１１１ 

事業団負担（４割） １３，３３１，４０８ 
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【老人介護支援センター榛原の里・居宅介護支援事業所榛原の里】 

 

位   置     大津市真野普門三丁目１１２０番地 

事 業 内 容    ・老人福祉法に基づく老人介護支援センター 

         ・介護保険法に基づく居宅介護支援事業 

 

事 業 報 告      介護等が必要な高齢者やその介護者に対し、在宅介護に関する

総合的な相談に応じ、その介護ニーズに対応した各種福祉サービ

スが受けられるよう行政機関や介護サービス事業者と調整を図

り、手続き代行をするなど、在宅福祉を支援するとともに制度改

正等の情報発信に努めた。 

 

利 用 件 数 

訪問 来所 電話 

そ

の

他 

計 

相談内容 ※重複あり 

介護

関係 

医療

関係 

健康

関係 

通所

関係 

訪問

関係 

施設

入所 

介護

用品 

その他 

２ １ ２９ １ ３３ １４ ０ ０ ７ ２ ０ ８ ２ 

 

ケアマネ受任件数（令和２年３月３１日現在） 

  介護予防 ２４件  介護１０１件  計１２５件【主任ケアマネ１名 ケアマネ２名】 

地域別  堅田３４ 伊香立２９ 真野北１５  真野１３ 仰木の里１０ 仰木 ８  

葛川 ７ 小野 ４    他 ５ 
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【大津市立さがみ川老人憩の家運営事業】 

 
位   置  大津市膳所二丁目５番５  

 

事 業 報 告  令和元年度から大津市の委託を受け、施設の管理及び運営を行なった。 

さがみ川老人憩の家では、市内に居住する６０歳以上の高齢者の心身の

健康増進を図ることを目的に、入浴事業を実施した。 

 

 利用状況        

入浴者数 

年 度 項  目 開館日 入浴者数 

１ 
年間計 １３０日  ３，６７３人  

１日平均   ２８．３人 

     ※大津市からの「新型コロナウイルス感染症に係る市の施設閉鎖要請」に伴い、 

令和２年３月６日より施設を閉鎖した。 
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【ふれあいプラザ】 

 
 位   置  大津市浜大津四丁目１番１号（明日都浜大津４・５階） 

  

事業の種別  公益事業 

 

事 業 報 告   大津市の指定を受けた指定管理者として、明日都浜大津の４階、５階 

の貸室業務を中心に、施設の運営及び維持管理等を行っている。 

        「大津市ふれあいプラザ」の設置目的を理解し、市民の福祉の増進及

び市民の交流の促進に貢献する場の提供を心掛けた。 

        今年度の自主事業は、貸室利用サークルの作品展を予定していたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期となった。 

また、ホームページによる貸室予約状況の情報提供や複合施設の利点

を生かした貸室の利用促進を行うなど、効率的な管理を推進するととも

に、維持管理等については、大津市と連携して備品の計画的更新や空調

設備や照明器具など施設の経年劣化に伴う修繕を実施した。 

 

 貸室利用状況 

貸室区分：ホール、視聴覚室、大会議室、中会議室、小会議室、和室 

開館日数：３５４日（平成３０年度３５３日） 

 

 項  目 貸 室 件 数 利 用 者 数 

３０年度 
年 間 ３，６０２件 ８５，８４８人 

１日平均 １０．２件 ２４３．２人 

元年度  
年 間 ３，４５０件 ８１，１００人 

１日平均 ９．７件 ２２９．１人 
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【介護員養成研修事業】 

 
 事業の種別  公益事業 

         滋賀県介護員養成研修事業実施要綱に基づく知事指定研修 

 

 事 業 報 告  （１）介護職員初任者研修課程 

 

         事業団では、平成１６年度から訪問介護員養成研修事業を実施し、延べ

５０９名（平成１６年度～令和元年度の累計）が修了し、多くの方が介護

分野で就業頂いているところである。 

         平成２５年度から、介護職員養成研修の見直しが行われ、現行の研修を

簡素化し、在宅・施設を問わない介護職の入口として、「介護職員初任者

研修」が創設された。事業団でも、平成２５年度から新しい研修に移行し、

令和元年度は６月に開講、２４名が修了した。 

         今後も、介護保険制度のもと、高齢者の増大かつ多様化するニーズに 

        対応した適切なサービスを提供するため、必要な知識、技能を有する介護

職員の養成に努めていく。 

          

実施期間 令和元年６月４日 ～ 令和元年１１月２６日までの２４日間 
（延べ１３７時間） 

受講者数 ２４名（定員３０名）・・・・修了者２４名 

受 講 料 ３０，０００円 

 介護に関わる人材が不足している中で、少しでも人材を増や

す事が求められており、より研修を受けやすくするため、又、

事業団として社会貢献を積極的に展開する一助となるよう、受

講料を安価に設定している。 

      

     （２）生活援助従事者研修 

 

      生活援助従事者研修は、平成３０年度に新設された掃除、洗濯、調理

など生活援助サービスを提供する人材を育成するための研修であり、大

津市の委託を受けて実施した。令和元年度は１０月に開講し、１５名が

修了した。 

       

実施期間 
令和元年１０月７日 ～ 令和元年１２月１２日までの１２日間 

（延べ ５９時間） 

受講者数 １５名（定員３０名）・・・・修了者１５名 

受 講 料 無料 
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【木戸コミュニティセンター】 

 
位   置  大津市木戸７０９番地 

  

事業の種別  公益事業 

 

事 業 報 告   平成２１年度から大津市の指定を受けた指定管理者として管理・経営 

       を行った。 

木戸コミュニティの各施設について、福祉、教育等をはじめとする地

域の交流の場及び人と人とのふれあいや心のつながりを深める場として、

広く市民に提供し、さらに多くの市民に利用されるよう情報提供を図っ

て、効率的な貸室業務を実施した。 

 

 貸室利用状況 

       貸室区分 ：集会室、和室１、和室２、調理実習室 

実貸室日数： ２７５日（３０年度２７７日） 

年 度 項  目 貸 室 件 数 利 用 者 数 

３０ 
年間計 ５７８件   ６，４３２人  

１日平均 ２．０件  ２３．２人 

１ 
年間計 ６００件   ５，８１７人  

１日平均 ２．１件  ２１．２人   
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